「地域医療連携システムＲ-ＳＤＶ」の利用に関する覚書
　地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪急性期・総合医療センター（以下「甲」という。）、治験依頼者である○○○○株式会社（以下「乙」という。）及び開発業務受託機関である○○○○株式会社（以下「丙」という。）は、甲乙及び丙の間に取り交わされた治験契約書（以下、「原契約」という。）における丙のモニタリング業務（以下、「本業務」という。）に関し、甲の運営する「地域医療連携システムＲ-ＳＤＶ」（以下「R-SDV」という。）の丙による利用について、次のとおり覚書を締結する。
（遵守事項）
第１条　甲乙及び丙は、原契約並びに「個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号、その後の改正を含む）及び「大阪府個人情報保護条例」（平成8年3月29日　大阪府条例第2号）等の個人情報の保護に関する法律を遵守する。
2　R-SDVの利用にあたっては、丙は「診療情報地域連携システムの運用及び管理に関する要綱」及び「遠隔閲覧(リモートＳＤＶ)に関する標準業務手順書」を遵守する。
（対象となる治験）
第２条　R-SDVの対象となる治験は、以下のとおりとする。
治験課題名：
治験実施計画書番号：
2　丙は、R-SDV利用に際し、「様式(治)１号診療情報地域連携システム利用申込書」等必要書類を提出し、甲より利用の許可を得るものとする。
（R-SDV利用期間）
第３条　丙のR-SDV利用期間は原契約の有効期間とし、「治験終了報告書」、「治験中止報告書」又は「様式（治）第２号利用解除届」のいずれかが甲に提出された場合は、その時を以って終了とする。
（R-SDV利用費用）
第４条　乙又は丙が負担する
R-SDVの利用費用については、1症例あたり6,000円とする。
２　利用に際して、大阪急性期・総合医療センターに機材を持ち込み、甲が利用設定する場合は、前項の費用とは別に6,000円を必要とする。なお、丙自らが設定する場合は不要とする。
３　乙又は丙
は、甲の発行する請求書により、甲の指定する日までに本条第1項及び第2項の費用を支払う。
４　費用の請求時には、消費税及び地方消費税を加算する
（秘密保持）
第５条　丙は、本業務の実施に際して知り得たいかなる秘密情報も、第三者に開示漏洩してはならない。
2　前項の規定は、本覚書終了後も有効に存続するものとする。
（覚書の解除）
第6条　甲は、乙又は丙のいずれかが本覚書に違反したとき、重大な不法又は不正な行為があったときは、違反者に対し書面をもって本覚書の履行又は是正を催告し、一定期間を経過しても履行又は是正されないときは、違反者に対して書面によりR-SDVの利用停止を申し入れ、本覚書を解除することができるものとする。
（規定外事項）
第7条　本覚書に定めのない事項又は本覚書の履行について疑義が生じた場合は、甲乙及び丙は協議のうえ、これを解決するものとする。
以上の合意の証として、本書を3通作成し、甲乙丙記名押印の上、各１通を保有する。
　　　年　　月　　日
	甲
	大阪府大阪市住吉区万代東3丁目1番56号

	
	地方独立行政法人大阪府立病院機構

	
	大阪急性期・総合医療センター

	
	総長　嶋津　岳士

	
	

	乙
	

	
	«依頼者名»

	
	

	
	

	
	

	丙
	

	
	«開発業務受託機関名»

	
	

	
	


��乙丙間の契約等取り決めに従い、支払者を検討し修正してください。


�乙丙間の契約等取り決めに従い、支払者を検討し修正してください。





